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令和５年度「全国学力・学習状況調査」結果の概要について（お知らせ） 

 

 令和５年度全国学力・学習状況調査の結果が文部科学省から公表されましたので、その調査結果

をもとに本校の結果について分析をしました。結果の概要についてお知らせします。 

 なお、以下に示す内容は学力の特定の一部分であること、また、学校における教育活動の一側面

であることを御理解くださいますようお願いします。 

 

１ 令和５年度全国学力・学習状況調査について 

 令和５年４月１８日、下記のような内容で全国一斉に小学校６年生を対象として実施されまし

た。調査内容は、次のとおりです。 

(1) 教科に関する調査（国語、算数） 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可

欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力等 

調査問題では、①と②が一体的に問われています。 

(2) 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関して調査されています。 

 

２ 教科に関する調査結果から全国平均正答率と比較して見える本校児童の姿 

(1)国語について 

  ・全体の平均正答率は、全国の平均正答率を上回っていました。 

  ・本調査の対象となった「知識・技能」と「思考・判断・表現」の２観点のどちらも全国の平

均正答率を上回っていました。 

   

・「知識及び技能」に関する内容で「言葉の特徴や使い方に関する事項」が、全国平均正答率

を大きく上回っていました。 

・「知識及び技能」に関する内容で出題の趣旨「送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく

使うことができるかどうかをみる」では全国平均正答率を大きく上回っていました。 

  

  ・「思考力、判断力、表現力等」に関する内容で「話すこと・聞くこと」では出題の趣旨「目 

的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめるこ 

とができるかどうかをみる」については全国平均正答率を大きく上回っているものの「必要 

なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えるこ 

とができるかどうかをみる」については全国平均正答率を下回っていました。 

 

 

 



(2)算数について 

  ・全体の平均正答率は、全国の平均正答率を上回っていました。 

  ・本調査の対象となった「知識・技能」は全国平均を上回り、「思考・判断・表現」につい 

ては全国の平均とほぼ同じでした。 

   

・「知識技能」に関する内容で「変化と関係」や「データの活用」領域で、全国の平均正答率 

を大きく上回っていました。 

  ・「知識及び技能」に関する内容で、出題の趣旨『「以上」の意味を理解し、示された表から 

必要な数を読み取ることができるかどうかをみる』の正答率が全国平均正答率を大きく上回 

っていました。 

・「思考力、判断力、表現力等」に関する内容で、出題の趣旨「伴って変わる二つの数量の関 

係が、比例の関係ではないことを説明するために、表の中の適切な数の組を用いることがで 

きるかどうかをみる」の正答率が全国平均正答率を大きく上回っていました。 

  ・「思考力、判断力、表現力等」に関する内容で、「図形」領域の「高さが等しい三角形につ 

いて、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述でき 

るかどうかをみる」を問う問題では、全国平均正答率を大きく下回っており課題が見られ 

ました。 

 

  

 

３ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査結果から見える本校児童の姿 

  ・「学校に行くのは楽しいと思いますか」の質問に対して「当てはまる」「どちらか 

と言えば当てはまる」と答えた児童が 93.4%います。 

・「友達関係に満足していますか」の質問に対して「当てはまる」「どちらかと言えば当ては 

まる」と答えた児童が 96.7%います。また、「学級の友達との間で話し合う活動を通して、 

自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の質問に対して、「当てはま 

る」「どちらかと言えば当てはまる」と答えた児童が 80.5%いたことから、友達と学び合う 

ことが楽しいと考え、学級での支持的風土の中で学習していることがわかります。。 

・「授業で学んだことを、ほかの学習でいかしていますか」では「当てはまる」「どちらかと 

言えば当てはまる」と答えた児童が 87.0％います。 

・「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習も含む）」の質問 

に対しても、「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と答えた児童が 80.2%いまし 

た。 

・平日の学校の授業時間以外にそのくらい勉強しているかの質問に対して「１時間以上、2時 

間より少ない」が 46.7％と最も多く、次いで「2時間以上、3時間より少ない」が 12.0％、

と回答しています。しかし、「30 分以上、1 時間より少ない」が 7.6％、「全くしない」と

答えた児童が 4.3％いました。本校では６年生の学習時間のめやすを「60分以上」としてい

ますが、全国平均より高い結果となりました。 

  ・「読書は好きですか」「新聞を読んでいますか」の質問に対して、「当てはまる」「どちら 

かと言えば当てはまる」と答えた児童が全国平均よりも高い結果が出ています。 

   

 

 

 



４ 今後の改善策（児童の力をさらに伸ばすために） 

  ・学習規律や基本的生活習慣の定着を図るため、鳥栖西中学校区の小中一貫教育で取り組んで

い  

る学習の約束を継続します。 

  ・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用し、授業改善を図るとともに、１時間の授業の

流 

れをできる限り統一したり、電子黒板を活用して内容を視覚的に捉えさせたりするなど、授 

業のユニバーサルデザイン化に取り組みます。 

  ・話し合い活動を多く取り入れ、問題提示を工夫した授業を設定します。特に学習の終末で「ふ 

りかえり」の時間を充実するようにします。 

  ・家庭学習については、家庭と連携して児童が自分の興味関心が高いものだけでなく苦手に感 

じた内容を中心に自主学習に取り組むよう図っていきます。 

 

 ・家庭でも次のようなことに心がけてください。                    

１ 家庭での学習時間をつくってください。 

【学習時間：１０分×学年数字(「家庭学習の手引き」より】 

◎学習する時間や時間帯を決め、取り組ませることで学習習慣を身に付けさせましょう。 

◎読書にも進んで取り組ませましょう。 

◎スマートフォンを使う時間やテレビを見る時間、ゲームをする時間を決め、長時間になら 

ないようにしましょう。 

◎ドリル学習やテスト直し等の復習だけでなく、予習にも取り組ませましょう。 

◎お子さんの興味関心が高い分野について話し合って、調べ学習や体験学習にも取り組ませ 

ましょう。 

２ 生活のリズムを整え、お子さんとのコミュニケーションの時間を大切にしてください。 

 ◎今後も引き続き、早めに起床させ、必ず「朝食」を食べさせるようにしましょう。 

◎学校での出来事や話題になっているニュース、読んでいる本の内容について話し合いまし 

ょう。 

 ◎お子さんががんばったことや良くできたことを、積極的にほめましょう。 

 

 

 ５ 学習の約束について 

  ・鳥栖西中学校生徒会と麓小学校・旭小学校の運営委員会の児童・生徒が話し合って決めて

取り組んでいる『学習の約束』です。ご家庭でも話題にしてください。 

 

 


